大野隆之先生の略歴と主な業績 by 沖縄国際大学総合文化学部日本文化学科教員一同
－ 1－
大
野
隆
之
（
お
お
の
た
か
ゆ
き
）
先
生
　
平
成
二
年
四
月
一
九
日
撮
影
－ 2－
　
　
　
大
野
隆
之
先
生
の
略
歴
と
主
な
業
績
　
【
略　
歴
】
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）
一
月
二
〇
日　
長
崎
県
に
生
ま
れ
る
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
四
月　
　
　
千
葉
大
学
文
学
部
文
学
科
入
学
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
三
月　
　
　
同　
卒
業
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
四
月　
　
　
千
葉
大
学
文
学
部
文
学
科
研
究
生
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
三
月　
　
　
同　
終
了
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
四
月　
　
　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学
一
九
〇
年
（
平
成　
二
年
）
三
月　
　
　
同　
修
了
一
九
〇
年
（
平
成　
二
年
）
四
月　
　
　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
入
学
一
九
四
年
（
平
成　
六
年
）
三
月　
　
　
同　
単
位
取
得
退
学
一
九
四
年
（
平
成　
六
年
）
四
月　
　
　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
国
文
学
科
専
任
講
師
一
九
九
年
（
平
成
一
年
）
四
月　
　
　
同　
助
教
授
二
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）
四
月　
　
　
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
助
教
授
二
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
四
月　
　
　
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授
二
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
四
月　
　
　
沖
縄
国
際
大
学
教
務
部
長
（
二
〇
八
年
三
月
ま
で
）
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
一
年
）
一
月　
　
第
三
二
回
沖
縄
文
化
協
会
「
仲
原
善
忠
賞
」
受
賞
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
三
月
三
〇
日　
逝
去
（
享
年
五
四
歳
）
－ 3－
　
【
主
な
研
究
業
績
】
Ⅰ　
著
書
・
学
術
雑
誌
等
掲
載
論
文
1　
「
風
流
線
」
に
お
け
る
「
語
り
」
の
構
造
」　
五
三
～
七
〇
頁
　
　
『
論
樹
』
創
刊
号　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
国
文
学
近
代
文
学
ゼ
ミ　
一
九
八
七
年
三
月
2　
「
高
野
聖
」
論
―
構
造
と
〈
侵
害
〉
」
五
三
～
六
三
頁
　
　
『
語
文
論
叢
』
第
一
五
号　
千
葉
大
学
国
語
文
学
会　
一
九
八
七
年
九
月
3　
「
春
昼
」
に
お
け
る
〈
浮
遊
〉
と
〈
覚
醒
〉
」　
三
二
～
四
八
頁
　
　
『
論
樹
』
第
二
号　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
国
文
学
近
代
文
学
ゼ
ミ　
一
九
八
年
九
月
4　
「
〈
近
代
様
式
〉
の
成
立
」　
一
～
一
五
頁
　
　
『
論
樹
』
第
三
号　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
国
文
学
近
代
文
学
ゼ
ミ　
一
九
八
九
年
九
月
5　
「
谷
崎
潤
一
郎
「
少
年
」
―
光
子
と
い
う
〈
通
路
〉
」　
五
二
～
六
四
頁
　
　
『
論
樹
』
第
四
号　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
国
文
学
近
代
文
学
ゼ
ミ　
一
九
〇
年
九
月
6　
「
〈
鏡
花
調
〉
の
成
立
・
Ⅰ
―
「
化
鳥
」
の
〈
表
現
〉
」　
一
五
～
二
八
頁
　
　
『
語
文
論
叢
』
第
一
八
号　
千
葉
大
学
国
語
文
学
会　
一
九
〇
年
一
月
7　
「
語
り
の
抑
圧
―
鏡
花
の
観
念
小
説
」　
一
三
～
二
頁
　
　
『
論
樹
』
第
五
号　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
国
文
学
近
代
文
学
ゼ
ミ　
一
九
一
年
九
月
8　
「
〈
鏡
花
調
〉
の
成
立
・
Ⅱ
―
「
髯
題
目
」
の
達
成
」　
三
九
～
五
一
頁
　
　
『
語
文
論
叢
』
第
一
九
号　
千
葉
大
学
国
語
文
学
会 
　
一
九
一
年
一
〇
月
9　
「
泉
鏡
花　
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
小
説
の
系
譜
１
．
」　
一
～
一
七
頁
　
　
『
論
樹
』
第
六
号　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
国
文
学
近
代
文
学
ゼ
ミ　
一
九
二
年
九
月
10　
「
泉
鏡
花　
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
小
説
の
系
譜
２
．
」　
一
～
九
頁
－ 4－
　
　
『
論
樹
』
第
七
号　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
国
文
学
近
代
文
学
ゼ
ミ　
一
九
三
年
九
月
11　
「
鏡
花
に
お
け
る
「
作
中
人
物
の
語
り
」
―
「
ね
む
り
看
守
」
お
よ
び
「
化
銀
杏
」
を
中
心
に
」　
九
五
～
一
二
頁
　
　
『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要　
国
文
学
篇
』
二
三(
一)
　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
六
年
一
月
12　
「
鏡
花
「
少
年
も
の
」
の
表
現
構
造
―
〈
回
顧
的
な
語
り
〉
と
〈
中
継
的
な
語
り
〉
」　
一
～
一
七
頁
　
　
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
二(
一)
　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
七
年
九
月
13　
「
オ
キ
ナ
ワ
の
少
年
」
試
論
―
〈
マ
イ
ナ
ー
文
学
〉
の
視
座
か
ら
」　
三
二
～
四
二
頁
　
　
『
日
本
文
学
』
四
七(
二)
　
日
本
文
学
協
会　
一
九
八
年
二
月
14　
「
鏡
花
「
春
昼
」
の
表
現
構
造
―
様
式
の
複
合
と
多
層
的
柔
構
造
」　
一
七
～
一
九
七
頁
　
　
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
二(
二)
　
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部　
一
九
八
年
三
月
15　
「
大
城
立
裕　
内
包
さ
れ
る
異
文
化
」　
六
一
～
一
〇
頁
　
　
『
異
文
化
接
触
と
変
容
』
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
委
員
会　
一
九
九
年
二
月
16　
「
滅
び
ゆ
く
琉
球
女
の
手
記
」
論
」　
六
一
～
七
八
頁
　
　
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
七(
二)
　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科 
二
〇
三
年
三
月
17　
「
金
城
哲
夫
論
序
説
―
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た
か
」 
九
～
一
二
〇
頁
　
　
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
八(
一)
　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
三
年
一
二
月
18　
「
金
城
哲
夫
と
沖
縄
―
「
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
」
を
中
心
と
し
て
」　
二
九
～
四
九
頁
　
　
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
八(
二)
　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科　
二
〇
四
年
三
月
19　
「
創
作
組
踊
の
可
能
性
―
大
城
立
裕
の
「
新
五
番
」　
二
六
五
～
二
八
三
頁
　
　
『
沖
縄
芸
能
の
可
能
性
』
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
委
員
会　
二
〇
五
年
一
二
月
20　
「
大
城
立
裕
と
仏
教
」　
一
三
六
～
一
四
一
頁
　
　
『
国
文
学 
解
釈
と
鑑
賞
』
七
四(
二)
　
二
〇
九
年
二
月
21　
「
大
城
立
裕
「
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
読
み
直
す
―
文
化
論
と
し
て
の
「
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」 
二
〇
～
三
八
頁
－ 5－
　
　
『
沖
縄
文
化
』
四
六(
一)
　
沖
縄
文
化
協
会　
二
〇
一
二
年
七
月
22　
「
谷
川
俊
太
郎
「
朝
の
リ
レ
ー
」
試
論
―
成
立
状
況
か
ら
の
と
ら
え
直
し
」
三
七
～
五
六
頁
　
　
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
一
七(
一)
　
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会　
二
〇
一
二
年
一
〇
月
23　
「
『
大
城
立
裕
全
集
』
以
後
の
大
城
文
学
―
『
普
天
間
よ
』
を
中
心
に
」　
二
三
～
三
頁
　
　
『
Ｍ
ｙ
ａ
ｋ
ｕ
』
（
特
集
・
大
城
立
裕
を
追
う
）　
一
八
号　
二
〇
一
三
年
一
月　
24　
『
沖
縄
文
学
論
―
大
城
立
裕
を
読
み
直
す
』　
全
二
五
〇
頁
　
　
編
集
工
房　
東
洋
企
画　
二
〇
一
六
年
三
月
三
〇
日
（
予
定
）
Ⅱ　
事
典
・
解
説
1　
「
森
鴎
外
」
「
泉
鏡
花
」
「
永
井
荷
風
」　
二
七
二
～
二
七
五
頁
　
　
『
堀
辰
雄
事
典
』　
勉
誠
出
版　
二
〇
一
年
四
月 
2　
「
大
城
立
裕
の
思
想
」　
五
一
九
～
五
二
七
頁
　
　
『
大
城
立
裕
全
集
』　
勉
誠
出
版　
第
一
三
巻
3　
「
作
品
解
説
」
（
東
峰
夫
「
オ
キ
ナ
ワ
の
少
年
」
）　
一
六
五
～
一
六
七
頁
　
　
『
沖
縄
文
学
選
』　
勉
誠
出
版　
二
〇
三
年
四
月　
4　
「
大
城
文
学
と
オ
キ
ナ
ワ
の
生
活　
大
城
文
学
を
読
み
解
く
」　
一
三
～
一
七
頁
　
　
『
大
城
立
裕
文
学
ア
ル
バ
ム
』　
勉
誠
出
版　
二
〇
四
年
一
月
Ⅲ　
書
評
・
文
芸
評
・
エ
ッ
セ
イ　
ほ
か
1　
「
大
城
立
裕
―
冷
徹
な
観
察
者
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
一
九
六
年
一
二
月
一
二
日　
朝
刊
一
六
面　
（
※
『
沖
縄
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
』
沖
縄
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会　
一
九
七
年
三
月　
に
再
録
）
2　
「
落
ち
穂
」（
連
載
）　
「
地
元
志
向
と
沖
縄
」「
国
際
化
？
」「
ユ
イ
マ
ー
ル
と
経
済
的
自
立
」「
灰
谷
氏
の
版
権
引
き
上
げ
」「
エ
ヴ
ァ
－ 6－
ン
ゲ
リ
オ
ン
」
の
危
険
性
」
「
ワ
ジ
ワ
ジ
」
と
「
む
か
つ
く
」
「
沖
縄
の
足
元
」
「
援
助
交
際
は
個
人
の
自
由
？
」
「
千
島
の
お
く
も　
お
き
な
わ
も
」
「
知
と
実
感
」
「
本
の
政
治
学
と
経
済
学
」
「
沖
縄
的
な
も
の
」
の
悲
鳴
」　
『
琉
球
新
報
』　
一
九
七
年
七
月
八
日
～
一
二
月
二
三
日　
（
全
一
二
回
）
3　
「
大
城
立
裕
新
三
部
作　
「
戦
争
と
文
化
」
を
読
む
」　
『
琉
球
新
報
』　
一
九
七
年
一
二
月
一
日
、
一
二
日
、
一
三
日　
朝
刊
一
九
、
二
〇
、
一
九
面
4　
「
明
治
の
文
豪
に
教
え
た
い
作
品
／
果
報
は
海
か
ら
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
一
九
八
年
四
月
二
四
日　
夕
刊
三
面
5　
「
九
八
年
末
回
顧　
小
説　
戦
争
の
モ
チ
ー
フ
継
承　
沖
縄
文
学
の
議
論　
普
遍
と
個
別
性
」　
『
琉
球
新
報
』　
一
九
八
年
一
二
月
二
五
日　
朝
刊
一
三
面
6　
「
神
様
の
失
敗　
土
着
と
普
遍
性
の
実
践　
性
同
一
性
障
害
の
〞
生
 
を
描
く
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
一
九
九
年
一
月
二
六
日　
朝
刊
一
四
面
7　
「
魂
込
め
（
ま
ぶ
い
ぐ
み
）
／
目
取
真
俊
著
／
短
編
集
貫
く
「
暴
力
性
」　
『
琉
球
新
報
』　
一
九
九
年
八
月
一
五
日　
朝
刊
一
九
面
8　
「
九
年　
沖
縄
文
学
回
顧
」　
『
琉
球
新
報
』　
一
九
九
年
一
二
月
二
〇
日　
朝
刊
一
九
面
9　
「
新
報
文
芸
」（
連
載
）　
「
古
波
蔵
信
忠
『
三
重
城
と
ボ
ー
カ
の
間
』
」「
竹
本
真
雄
『
燠
火
』
」「
又
吉
栄
喜
『
陸
蟹
た
ち
の
行
進
』
」「
目
取
真
俊
『
署
名
』
」「
『
う
ら
そ
え
文
芸
』
第
５
号
」「
日
本
平
和
学
会
「
戦
争
と
文
学
」
分
科
会
」「
又
吉
栄
喜
「
海
の
微
睡
み
」
「
目
取
真
俊
「
群
蝶
の
木
」
「
大
城
立
裕
「
水
の
盛
装
」
「
新
川
明
『
沖
縄
・
統
合
と
反
逆
』
上
・
下
」
「
久
志
芙
沙
子
「
滅
び
ゆ
く
琉
球
女
の
手
記
」
「
て
ふ
て
ふ
Ｐ
「
戦
い
、
闘
う
、
蠅
」
「
船
越
義
彰
「
小
説
遊
女
た
ち
の
戦
争
」
「
日
本
・
沖
縄
・
ド
イ
ツ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
文
学
」
と
「
映
像
」
再
論
」
「
全
国
で
売
れ
る
沖
縄
本
」
「
又
吉
栄
喜
「
落
と
し
子
」
「
現
代
思
想
」
臨
時
増
刊
号
」
「
崎
山
多
美
「
水
上
揺
籃
」
「
大
城
立
裕
「
ク
ル
ス
と
風
水
井
」
「
目
取
真
俊
「
希
望
」
「
大
城
立
裕
全
集
」
「
表
現
の
宝
庫
に
予
兆
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
持
つ
沖
縄
文
学
」
「
最
終
回
」　
『
琉
球
新
報
』　
二
〇
〇
年
一
月
二
九
日
～
二
〇
一
年
一
二
月
三
日
10　
「
読
書
／
沖
縄
文
学
の
情
景
／
岡
本
恵
徳
著
／
文
学
か
ら
沖
縄
文
化
全
体
に
」　
『
琉
球
新
報
』　
二
〇
〇
年
三
月
一
九
日　
朝
刊
一
七
面
－ 7－
11　
「
反
近
代
の
文
学
／
三
田
英
彬
」　
『
日
本
近
代
文
学
』　
二
〇
〇
年
一
〇
月
一
五
日　
二
三
六
頁
12　
「
沖
縄
の
二
〇
世
紀
／
〞
言
語
的
な
距
離
 
に
葛
藤
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
〇
年
七
月
二
九
日　
朝
刊
二
〇
面　
13　
「
〇
年　
沖
縄
文
学
回
顧
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
二
〇
〇
年
一
二
月
二
五
日　
朝
刊
一
七
面
14　
「
海
鳴
り
／
長
堂
英
吉
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
二
〇
一
年
九
月
三
〇
日　
朝
刊
二
三
面
15　
「
〇
一
年　
沖
縄
文
学
回
顧
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
二
〇
一
年
一
二
月
一
九
日　
朝
刊
二
面
16　
「
大
城
立
裕
全
集
発
刊
・
沖
縄
に
生
き
た
文
学
／
試
行
錯
誤
と
実
験
の
連
続
／
複
雑
で
広
大
な
主
題
に
挑
む
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
二
〇
二
年
七
月
一
二
日　
朝
刊
一
六
面
17　
「
夏
化
粧
／
池
上
永
一
」　
『
琉
球
新
報
』　
二
〇
三
年
一
月
五
日　
朝
刊
九
面
18　
「
鯨
岩
／
又
吉
栄
喜
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
二
〇
三
年
四
月
一
九
日　
朝
刊
一
九
面
19　
「
う
ら
そ
え
文
芸
８
号
／
戦
争
と
平
和
、
沖
縄
文
学
語
る
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
二
〇
三
年
六
月
二
三
日　
朝
刊
九
面　
20　
「
干
刈
あ
が
た
の
文
学
世
界
」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
四
年
一
月
二
七
日　
朝
刊
二
〇
面
21　
「
［
文
学
か
ら
み
た
沖
縄
の
戦
後
六
〇
年
］（
上
）
占
領
地
で
生
き
る
こ
と
問
う
／
日
本
土
と
異
な
る
体
験
再
考
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
　
二
〇
五
年
一
月
一
七
日　
朝
刊
一
八
面
22　
「
［
沖
縄
文
化
の
軌
跡
・
県
立
美
術
館
開
館
に
向
け
て
］
（
２
）
／
文
学
（
下
）
／
「
戦
後
」
を
貫
く
大
城
立
裕
／
政
治
と
切
り
離
し
自
立
主
張
」　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』　
二
〇
六
年
一
月
八
日　
朝
刊
二
一
面
23　
「
『
戦
後
・
小
説
・
沖
縄
文
学
が
語
る
「
島
」
の
現
実
』　
本
質
と
課
題
浮
き
彫
り
に
」　
『
琉
球
新
報
』　
二
〇
一
〇
年
五
月
二
三
日　
朝
刊
二
四
面
24　
「
書
評 
仲
程
昌
徳（NAKAHODO Masanori)
著『
沖
縄
文
学
の
諸
相
：
戦
後
文
学
・
方
言
詩
・
戯
曲
・
琉
歌
・
短
歌
』」　
『In
te
rn
at
ion
al
 
j
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
O
k
i
n
a
w
a
n
 
s
t
u
d
i
e
s
』
一(
二)
　
研
究
社　
二
〇
一
〇
年
一
二
月　
一
二
九
～
一
三
二
頁
25　
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
か
ら
沖
縄
芝
居
へ
―
沖
縄
と
本
土
の
架
け
橋
を
め
ざ
し
た
金
城
哲
夫
の
原
点
回
帰
―
」　
『
華
風
』　
二
〇
一
二
年
一
二
月　
二
四
～
二
七
頁
－ 8－
Ⅳ　
学
会
・
研
究
会
発
表
・
講
演　
ほ
か
1　
「
泉
鏡
花
「
少
年
物
」
の
表
現
」　
　
千
葉
大
学
国
語
国
文
学
会　
一
九
三
年
六
月
二
七
日
2　
「
泉
鏡
花
「
春
昼
」
の
表
現
」
　
芸
術
至
上
主
義
文
芸
学
会　
一
九
三
年
九
月
二
六
日
3　
「
大
城
立
裕
―
内
包
さ
れ
る
異
文
化
」
　
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
「
異
文
化
接
触
と
変
容
」
第
三
回　
一
九
八
年
七
月
一
八
日
4　
「
大
城
立
裕
と
沖
縄
戦
」
　
日
本
平
和
学
会　
沖
縄
か
ら
の
報
告
・
平
和
学
九
州
沖
縄
地
区
研
究
集
会　
二
〇
〇
年
六
月
一
八
日
5　
「
大
城
立
裕
と
沖
縄
文
学
―
同
化
と
異
化
の
は
ざ
ま
で
」
　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
複
数
文
化
の
接
触
―
文
学
・
映
像
を
通
し
て
考
え
る
」　
二
〇
一
年
三
月
一
八
日
6　
「
現
代
沖
縄
文
学
の
状
況
」
　
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所　
第
一
〇
四
回
シ
マ
研
究
会　
二
〇
一
年
一
月
一
五
日
7　
「
沖
縄
戦
と
メ
デ
ィ
ア
」
　
日
本
近
代
文
学
会
秋
季
大
会　
日
本
近
代
文
学
会　
二
〇
二
年
一
〇
月
二
七
日
8　
「
組
踊
の
可
能
性
―
創
作
組
踊
を
中
心
に
」
　
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
「
沖
縄
芸
能
の
可
能
性
」
第
一
〇
回　
二
〇
四
年
一
月
二
日
9　
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
沖
縄
の
詩
の
現
在 
:
 
詩
人
た
ち
の
島 
:
 
沖
縄
に
つ
い
て
東
京
で
考
え
る
」　
二
〇
五
年
一
月
五
日
明
治
学
院
大
学 
沖
縄
文
学
研
究
会　
（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
は
、
『
現
代
沖
縄
文
学
の
制
度
的
重
層
性
と
本
土
関
係
の
中
で
の
沖
縄
性
に
関
す
る
研
究
―
沖
縄
文
学
を
と
り
ま
く
メ
デ
ィ
ア
、
基
層
文
化
、
女
性
―
沖
縄
文
学
研
究
会
研
究
報
告
書
』
（
沖
縄
文
学
研
究
会　
二
〇
六
年
）
に
掲
載
）
10　
「
沖
縄
戦
後
文
学
六
〇
年
」
－ 9－
　
第
二
七
回
南
島
文
化
市
民
講
座　
二
〇
五
年
一
月
一
九
日　
11　
「
文
学
（
２
）
～
戦
後
の
占
領
期
お
よ
び
復
帰
後
を
中
心
に
～
」
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
沖
縄
文
化
の
軌
跡
」
第
一
回
「
文
学
・
思
想
か
ら
考
え
る
」　
二
〇
六
年
一
月
一
四
日　
12　
「
金
城
哲
夫
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
〇
」　
　
金
城
哲
夫
生
誕
祭
二
〇
一
〇
ｉ
ｎ
芸
大
祭　
二
〇
一
〇
年
一
月
三
日　
（
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
参
加
）
13　
「
大
城
立
裕
「
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
読
み
な
お
す
」
　
第
三
二
回
沖
縄
文
化
協
会
賞
受
賞
式　
二
〇
一
〇
年
一
月
二
〇
日
14　
「
沖
縄
・
戦
後
状
況
と
詩
（
う
た
）
」
　
東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会
講
演　
二
〇
一
四
年
七
月
一
九
日
Ⅴ　
社
会
活
動
　
二
〇
五
年
～
二
〇
一
五
年　
お
き
な
わ
文
学
賞
選
考
委
員
　
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
五
年　
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
び
ぶ
り
お
文
学
賞
選
考
委
員
　
二
〇
一
四
年　
　
　
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
沖
縄
県
選
考
委
員
（
書
誌
作
成
：　
伊
波
希
・
山
口
真
也
）
